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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性金属製板材から形成された複数のバスバーと、当該複数のバスバー間を電気的に
接続するように配置されて定格以上の電流が流れた時に通電発熱で溶断する低融点金属製
の可溶体部と、
　前記バスバーに立設されて外部接続端子となるスタッドボルトと、
　前記バスバーを絶縁被覆するハウジングと、
　を備え、車両用バッテリーのポストに直付けされるヒュージブルリンクであって、
　前記スタッドボルトを囲むように前記スタッドボルトと同芯に配置され前記ハウジング
に着脱可能なガイド部材、を更に備え、
　前記ガイド部材には、前記スタッドボルトを軸方向に囲む筒状体と、当該筒状体のハウ
ジング側の部分に延設されるとともに第１の係止部を有する可撓脚部と、が設けられ、
　前記ハウジングの前記可撓脚部に対応した部分には、前記第１の係止部が係止される貫
通孔が形成され、
　前記第１の係止部が前記貫通孔に係脱されることで前記ガイド部材が前記ハウジングに
着脱可能であり、
　前記ガイド部材の前記筒状体の前記ナット締結用工具挿入側の部分には、ナット締付作
業時に前記ナット締結用工具に係止される第２の係止部を有する可撓アーム部が設けられ
、
　前記可撓脚部の前記第１の係止部における係止力が、前記可撓アーム部の前記第２の係
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止部における係止力よりも小さく設定され、
　前記スタッドボルトにナットを締結する際に、ナット締結用工具を前記ガイド部材によ
り案内して、前記ナットを締め付け、
　ナット締結後に、前記ガイド部材が前記ナット締結用工具に係止された状態で前記ナッ
ト締結用工具と一体に引き上げられることにより、前記ハウジングから取り外されること
を特徴とするヒュージブルリンク。
【請求項２】
　導電性金属製板材から形成された複数のバスバーと、当該複数のバスバー間を電気的に
接続するように配置されて定格以上の電流が流れた時に通電発熱で溶断する低融点金属製
の可溶体部と、
　前記バスバーに立設されて外部接続端子となるスタッドボルトと、
　前記バスバーを絶縁被覆するハウジングと、
　を備え、車両用バッテリーのポストに直付けされるヒュージブルリンクであって、
　前記スタッドボルトを囲むように前記スタッドボルトと同芯に配置され前記ハウジング
に着脱可能なガイド部材、を更に備え、
　前記ガイド部材には、前記スタッドボルトを軸方向に囲む筒状体と、当該筒状体のハウ
ジング側の部分に延設されるとともに第１の係止部を有する可撓脚部と、が設けられ、
　前記ハウジングの前記可撓脚部に対応した部分には、前記第１の係止部が係止される貫
通孔が形成され、
　前記第１の係止部が前記貫通孔に係脱されることで前記ガイド部材が前記ハウジングに
着脱可能であり、
　前記可撓脚部の内面には、ナット締結時に前記ナット締結用工具に当接して前記可撓脚
部を弾性的に変形させるとともに、前記可撓脚部の弾性により前記ナット締結用工具に圧
接される第１のテーパ面と、
　前記ハウジングの前記貫通孔の縁部に当接して前記可撓脚部を弾性的に変形させる第２
のテーパ面と、
　当該第２のテーパ面が前記縁部に当接して案内されることによる前記可撓脚部の変形で
前記縁部に係止されるとともに前記第１のテーパ面による前記可撓脚部の変形で係止が解
除される係止溝と、を備え、
　前記スタッドボルトにナットを締結する際に、ナット締結用工具を前記ガイド部材によ
り案内して、前記ナットを締め付け、
　前記ナット締結後に、前記ナット締結用工具と前記第１のテーパ面との当接により前記
可撓脚部が弾性変形して前記係止溝と前記縁部との係合が解除されるとともに前記第１の
テーパ面が前記ナット締結用工具に圧接することで、前記ガイド部材が前記ナット締結用
工具と一体に前記ハウジングから取り外されることを特徴とするヒュージブルリンク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヒュージブルリンクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在の自動車は自動化が進み、走行制御用の各種電子機器や電気接続箱、ヒュージブル
リンクが搭載されている。
【０００３】
　ヒュージブルリンクは、ヒュージブルリンクを装着するヒューズホルダーを備えたもの
であり、ヒューズホルダーに装着されたヒュージブルリンクの接続端子に、バスバーやワ
イヤハーネスをナットやボルトを用いて接続するように構成されている。
【０００４】
　以下、従来のヒュージブルリンクの一例として、特許文献1により開示された接続端子
の固定構造について説明する。
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【０００５】
　図１５に示すように、接続端子の固定構造４１は、自動車に搭載されている電気接続箱
４２に適用されている。電気接続箱４２の上面には、ヒュージブルリンクホルダー（以下
、単にホルダーと略称する）４３が設けられ、このホルダー４３にヒュージブルリンク（
以下、単にＦ／Ｌと略称する）４４が着脱自在に装着されようになっている。Ｆ／Ｌ４４
は一対のヒューズ端子と、端子間に接続されたヒューズエレメントとを備えている。
【０００６】
　一方、電気接続箱４２内の下側面から、電線４５に接続された接続端子４６が差し込ま
れる。そして、接続端子４６は電気接続箱４２内に配設されたバスバーとともに、ヒュー
ズ端子にボルト４８によって締め付け固定されている。
【０００７】
　前記締め付け固定を行う場合、図示しないインパクトレンチを用いてボルト４８を保持
し、電気接続箱４２内に設けたナットに螺合させる。この際、インパクトレンチを螺合位
置にガイドするため、更にボルト４８の脱落を防止するために、締め付け位置に向けてガ
イド部４９ａ，４９ｂが形成されている。
【０００８】
　前記のように、特許文献１により開示された接続端子の接続構造は、ボルト４８を用い
て接続端子４６を締め付け固定しているが、ナット締めによる接続構造もある。
　以下、ナット締めの一例として、特許文献２により開示されたヒュージブルリンクにつ
いて説明する。
【０００９】
　図１６に示すように、ヒュージブルリンク５１は、搭載対象の全車輌に共通に装備され
る標準仕様ユニット５２と、搭載対象の全車輌のうちの特定の車輌に任意に装備されるオ
プション仕様ユニット５３とを備えている。オプション仕様ユニット５３は、標準仕様ユ
ニット５２に対し着脱自在に合体されている。
【００１０】
　標準仕様ユニット５２及びオプション仕様ユニット５３は、それぞれが図示しないバス
バーにより構成されたヒュージブルリンク構成体と、このヒュージブルリンク構成体の殆
どの部分を外部から覆う絶縁性ケース５４，５５とを備えている。各ヒュージブルリンク
構成体の一端に、図示しない可溶部を介して電源側接続端子５６に接続される負荷側接続
端子が設けられている。負荷側接続端子は、ハウジング５７ａ，５７ｂ内に設けられてい
る。
【００１１】
　なお、接続端子５８は、電源側接続端子５６に導通するオルタネータ用の接続端子であ
り、ボルトを直立状に固定したものである。接続端子５８には、図示しない電線を接続し
た接続端子が差し込まれ、ナットを用いて締結する。
【００１２】
　この締め付け固定は、工具（ソケット）にナットをセットし、半円状に形成されたガイ
ド部５９に沿って接続端子５８の頂きにナットを当て付け、そのまま回転させて螺合する
。そして、締め付け固定が終了した後、工具のみを引き上げて、締め付け作業が完了する
。
【００１３】
【特許文献１】特開平１０－９２４８４号公報
【特許文献２】特開２００５－３１０７１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　前記特許文献１，２に示したようにボルト締めを行う場合、またナットを締結する場合
に斜め締めが発生することが知られている。これは、ボルトとナットのピッチが合わず、
ナットが斜めに螺合する状態であって、締め付け位置に充分な力が加わらず、接触不良等
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の原因になってしまう。
【００１５】
　前記問題を解消するため、従来は下記のような対策が採られていた。
　第１の対策は、ネジ締め作業を行う際、作業者が締結ボルトまたはナットを手指で二周
程度回転させ、仮セットする方法である。しかし、この対策では作業タクトが長くなり、
生産コストが高くなる、といった問題がある。
【００１６】
　第２の対策は、ネジ先端に不完全ネジ部、即ちネジの無い部分を設け、ナットのひろい
を設定するものである。このネジは、棒先ボルトと呼ばれているものである。しかし、こ
の対策には、ボルトコストが上がるうえに、前記ヒュージブルリンクに適用した場合、ボ
ルト長さが長くなることにともなってボルトを保護するための保護壁が高くなり、ヒュー
ジブルリンクが大型化する、等の問題点がある。
【００１７】
　一方、前記特許文献１に示されたヒュージブルリンク４４は、ボルト４８の締結位置に
、締め付け工具であるインパクトレンチの軸ぶれを規制するためのガイド部４９ａ，４９
ｂを備えている。しかし、この構成では、ボルト締結位置をヒュージブルリンクの内部に
設けるのであるから、設計の自由度が低下する。
【００１８】
　また、前記特許文献２に示されたヒュージブルリンク５１は、接続端子（スタッドボル
ト）５８の周囲にインサートモールドで形成されたガイド部５９を備えている。前記ガイ
ド部５９は、ナット締結時の案内、搬入時に接続端子５８を保護して損傷を防止する等の
作用がある。しかし、この構成では、ガイド部５９の高さが接続端子５８より高く、ナッ
ト締結後であってもガイド部５９が突出したままである。このため、ヒュージブルリンク
５１上部の低背化を図る際、またカバーの装着性に対しても障害になっていた。
【００１９】
　本発明は、前記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、ヒュージブルリンク
に設けられた電気接続用スタッドボルトにナットにより接続端子を締結する際に、ナット
の斜め締めを防止する構成のヒュージブルリンクを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明の前記目的は、下記構成により達成される。
（１）　導電性金属製板材から形成された複数のバスバーと、当該複数のバスバー間を電
気的に接続するように配置されて定格以上の電流が流れた時に通電発熱で溶断する低融点
金属製の可溶体部と、
　前記バスバーに立設されて外部接続端子となるスタッドボルトと、
　前記バスバーを絶縁被覆するハウジングと、
　を備え、車両用バッテリーのポストに直付けされるヒュージブルリンクであって、
　前記スタッドボルトを囲むように前記スタッドボルトと同芯に配置され前記ハウジング
に着脱可能なガイド部材、を更に備え、
　前記ガイド部材には、前記スタッドボルトを軸方向に囲む筒状体と、当該筒状体のハウ
ジング側の部分に延設されるとともに第１の係止部を有する可撓脚部と、が設けられ、
　前記ハウジングの前記可撓脚部に対応した部分には、前記第１の係止部が係止される貫
通孔が形成され、
　前記第１の係止部が前記貫通孔に係脱されることで前記ガイド部材が前記ハウジングに
着脱可能であり、
　前記ガイド部材の前記筒状体の前記ナット締結用工具挿入側の部分には、ナット締付作
業時に前記ナット締結用工具に係止される第２の係止部を有する可撓アーム部が設けられ
、
　前記可撓脚部の前記第１の係止部における係止力が、前記可撓アーム部の前記第２の係
止部における係止力よりも小さく設定され、
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　前記スタッドボルトにナットを締結する際に、ナット締結用工具を前記ガイド部材によ
り案内して、前記ナットを締め付け、
　ナット締結後に、前記ガイド部材が前記ナット締結用工具に係止された状態で前記ナッ
ト締結用工具と一体に引き上げられることにより、前記ハウジングから取り外されること
を特徴とするヒュージブルリンク。
【００２１】
（２）　導電性金属製板材から形成された複数のバスバーと、当該複数のバスバー間を電
気的に接続するように配置されて定格以上の電流が流れた時に通電発熱で溶断する低融点
金属製の可溶体部と、
　前記バスバーに立設されて外部接続端子となるスタッドボルトと、
　前記バスバーを絶縁被覆するハウジングと、
　を備え、車両用バッテリーのポストに直付けされるヒュージブルリンクであって、
　前記スタッドボルトを囲むように前記スタッドボルトと同芯に配置され前記ハウジング
に着脱可能なガイド部材、を更に備え、
　前記ガイド部材には、前記スタッドボルトを軸方向に囲む筒状体と、当該筒状体のハウ
ジング側の部分に延設されるとともに第１の係止部を有する可撓脚部と、が設けられ、
　前記ハウジングの前記可撓脚部に対応した部分には、前記第１の係止部が係止される貫
通孔が形成され、
　前記第１の係止部が前記貫通孔に係脱されることで前記ガイド部材が前記ハウジングに
着脱可能であり、
　前記可撓脚部の内面には、ナット締結時に前記ナット締結用工具に当接して前記可撓脚
部を弾性的に変形させるとともに、前記可撓脚部の弾性により前記ナット締結用工具に圧
接される第１のテーパ面と、
　前記ハウジングの前記貫通孔の縁部に当接して前記可撓脚部を弾性的に変形させる第２
のテーパ面と、
　当該第２のテーパ面が前記縁部に当接して案内されることによる前記可撓脚部の変形で
前記縁部に係止されるとともに前記第１のテーパ面による前記可撓脚部の変形で係止が解
除される係止溝と、を備え、
　前記スタッドボルトにナットを締結する際に、ナット締結用工具を前記ガイド部材によ
り案内して、前記ナットを締め付け、
　前記ナット締結後に、前記ナット締結用工具と前記第１のテーパ面との当接により前記
可撓脚部が弾性変形して前記係止溝と前記縁部との係合が解除されるとともに前記第１の
テーパ面が前記ナット締結用工具に圧接することで、前記ガイド部材が前記ナット締結用
工具と一体に前記ハウジングから取り外されることを特徴とするヒュージブルリンク。
【００２４】
　前記（１）の構成によれば、スタットボルトの周囲にガイド部材を取付けてナット締め
を行うことにより、ナット締結用工具がガイド部材により案内されるので、偏心や軸ぶれ
が生じない。このため、ナットの斜め締めを防止できる。
【００２５】
　また、ナット締結後、前記ガイド部材を取り外すことができるので、ヒュージブルリン
クを低背化できる。更に、ガイド部材を取り外した後、ハウジングのガイド部材取付部を
利用して、外部接続端子を覆うためのヒュージブルリンクカバー等を取付けることもでき
る。
【００２６】
　また、前記（１）の構成によれば、第１の係止部を有する可撓脚部が変形することでハ
ウジングとの係脱が行われるので、簡単な構成でガイド部材を着脱可能にすることができ
る。
【００２７】
　また、前記（１）の構成によれば、ナット締結が終了した時点では、前記可撓アーム部
に形成された第２の係止部がナット締結用工具に係止されるので、ナット締結用工具と一
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体にガイド部材を取り外すことができる。
【００２８】
　前記（２）の構成によれば、ナット締結が終了した時点では、前記可撓脚部に形成した
第１のテーパ面が前記工具に圧接するとともに、係止溝と貫通孔縁部との係合が解除され
る。このため、ナット締結用工具と一体にガイド部材を取り外すことができる。
【発明の効果】
【００２９】
　以上に説明したように、本発明によれば、筒状体により構成されたガイド部材をスタッ
ドボルトの周囲に取付けることにより、前記スタッドボルトへのナット締結時にナット締
結用工具をガイド部材により案内させて、前記工具の偏心や軸ぶれを抑制することができ
る。これにより、ナットが斜め締めされることがなく、ヒュージブルリンクの信頼性を向
上させることができる。
【００３０】
　また、ガイド部材に設けた可撓脚部には、ナット締め終了時点で貫通孔から抜き取り可
能になる第１の係止部が設けられ、可撓アーム部には、ナット締め終了時点で、ナット締
結用工具を係止する第２の係止部が設けられているので、ナット締結用工具と一体にガイ
ド部材を取り外すことができ、取り外しの手間、工数を削減できる。
【００３１】
　更に、可撓脚部には、ナット締め終了時点で、ナット締結用工具に圧接する第１のテー
パ面と、ナット締め終了時点で貫通孔の縁部との係止が解除される係止溝が設けられてい
るので、ナット締結用工具と一体にガイド部材を取り外すことができ、取り外しの手間、
工数を削減できる。
【００３２】
　また、ガイド部材の取り外しにより、ヒュージブルリンクの低背化を図ることができる
。
　更に、ハウジングに形成されたガイド部材取り付けのための貫通孔を利用して、他の部
材、例えばヒュージブルリンクカバー等を取付けることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、本発明に係る好適な実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
　図１は本発明の一実施形態に係るヒュージブルリンクの斜視図、図２はヒュージブルリ
ンクの側面図、図３はガイド部材の構成を示す斜視図、図４はガイド部材の着脱を示す断
面図である。
【００３４】
　図１及び図２に示すように、本発明の一実施形態であるヒュージブルリンク１は、図示
しないバッテリーに接続される電源側接続端子２を有する導電性金属製の複数のバスバー
１０と、複数のバスバー１０間を電気的に接続する低融点金属製の複数の可溶部３と、他
の電気機器、例えばオルタネータに接続される外部接続端子としてのスタッドボルト４と
を備え、バスバー１０の一部は合成樹脂製のハウジング５により被覆されている。なお、
スタッドボルト４は、バスバー１０の一端部に立設されたものである。スタッドボルト４
は、軸方向の切欠６ａを有する略中空円筒状に形成されたガイド部材６により囲まれてい
る。
【００３５】
　スタッドボルト４には、図１に示す圧着端子７が装着され、ナット８により締結される
。圧着端子７に接続されている電線９は、ガイド部材６に形成されている切欠６ａから導
出され、図示しないオルタネータに向けて配索される。
【００３６】
　以下、ガイド部材６について説明すると、ガイド部材６は図３に示すように中空の筒状
体６ｂに形成され、その一部に切欠６ａが形成されている。そして、ガイド部材６の下部
に、本実施形態にあっては３本の可撓脚部１１が形成され、各可撓脚部１１の下端に内側
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方向に向けて係止部１２が形成されている。また、各係止部１２には、第１のテーパ面１
３ａと、第２のテーパ面１３ｂとが形成されている。
【００３７】
　一方、ハウジング５において、前記スタッドボルト４の立設位置の周囲には、前記可撓
脚部１１に対応する位置に、図４に示すような貫通孔１４が形成されている。なお、本実
施形態では３個の貫通孔が形成されるのであるが、図４には図示の便宜のため２個の貫通
孔１４を図示している。
【００３８】
　前記ガイド部材６をハウジング５に取付ける場合は、各貫通孔１４に対し各可撓脚部１
１を位置合わせし、図４に矢印Ａで示すようにガイド部材１１を下方に押圧する。この結
果、第２のテーパ面１３ｂが貫通孔１４の縁部に当接し、可撓脚部１１全体を想像線で示
すように外側方向に撓み変形させる。この状態から、更に矢印Ａ方向に押圧し続けると、
係止片１２が貫通孔１４を通過した時点で、可撓脚部１１が自己の弾性により元の状態、
即ち直線状の形態に自動復帰し、ガイド部材６がハウジング５に取付けられる。
【００３９】
　ガイド部材１１を取付けた状態では、図１及び図２に示すようにスタッドボルト４の周
囲がガイド部材１１によって囲まれている。この状態で、前記のようにスタッドボルト４
に圧着端子７を装着し、ナット８をセットしたナット締結用の工具（例えばインパクトレ
ンチ）１５をガイド部材１１内に挿入して、工具１５を作動させてナット８を回転させる
。
【００４０】
　工具１５は、ガイド部材１１のガイド作用によって偏心も軸ぶれもなくナット８を回転
させ、ナット８をスタッドボルト４に螺合させ、斜め締めのない状態で締結する。
【００４１】
　前記ナット８の締結後、下記のようにして前記ガイド部材６を取り外す。
　即ち、ガイド部材６を手指で摘み、そのまま上方に引き抜くようにする。この際、第１
のテーパ面１３ａが貫通孔１４の縁部に当接し、図４に想像線で示すように可撓部１１が
弾性的に変形する。この状態から、ガイド部１１を更に引き上げると、係止片１２が貫通
孔１４を抜け、取り外される。
【００４２】
　以上に説明したように、本実施形態によれば、ハウジング５にガイド部材６を簡単に取
付け、スタッドボルト４に偏心や軸ぶれなくナット８を締結し、その後ガイド部材６を簡
単に取り外すことができる。
【００４３】
　従って、スタッドボルト４に高価な棒先ボルトを使用する必要はなく、ナット締結に際
しナット８を手指で廻して仮セットする等の手間を省くことができる。
【００４４】
　なお、ガイド部材６が取付けられたままであれば、ヒュージブルリンク１の高さは、図
２にＨで示した高さとなる。しかし、本実施形態の構成では、ガイド部材６を取外すこと
ができるので、Ｂの高さが省略され、スタッドボルト４までの高さがヒュージブルリンク
１の高さとなる。従って、ガイド部材６を取り外すことで、ヒュージブルリンク１を低背
化できる。
　また、ガイド部材６の内径、肉厚、高さ等は、必要に応じて自在に変更できる。
【００４５】
　次に、本発明の第２実施形態におけるガイド部材２１について説明する。
　図５はガイド部材の構成を示す斜視図、図６はガイド部材の取り付け位置の形態を示す
スタッドボルト近傍の平面図、図７はナット締結時のガイド部材の作用を示す断面図、図
８はナット締結時の作用を示すガイド部材の断面図、図９ガイド部材の取り外し時の作用
を示す断面図である。なお、図８及び図９ではスタッドボルト４、圧着端子７、ナット８
は図示を省略されている。
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【００４６】
　ガイド部材２１の下部には３つの可撓脚部２６が設けられている。また、可撓脚部２６
の下端には、第１の係止部２７が設けられている。第１の係止部２７は図７及び図８に示
すように第１のテーパ面２７ａ及び第２のテーパ面２７ｂを有する。また、ガイド部材２
１は、筒状体２１ａに所定間隔で二条のスリット２２ａ，２２ｂを形成することにより、
対向する位置に２つの可撓アーム部２３が形成されている。
【００４７】
　可撓アーム部２３は、連結部２４において筒状体２１ａと一体に形成され、この連結部
２４を起点に可撓アーム部２３が撓み変形する。
　各可撓アーム部２３の上端には第２の係止部２５が設けられている。
【００４８】
　一方、ハウジング５において、スタッドボルト４の周囲には、図６に示すように３個の
貫通孔１４が形成されている。各貫通孔１４の形成位置は、各可撓脚部２６の形成位置に
対応する。
【００４９】
　次に、前記ガイド部材２１の取り付けについて説明する。
　ガイド部材２１に設けた各可撓脚部２６を各貫通孔１４に対応させ、そのまま下方に押
圧する。この結果、図７に想像線で示すように、第１の係止部２７に形成した第２のテー
パ面２７ｂが貫通孔４の縁部に当接し、可撓脚部２６全体が想像線で示すように撓み変形
する。このまま押圧し続けると、図７に実線で示すように、第２の係止部２７が貫通孔４
を通過し、取り付けが完了する。
【００５０】
　次に、ナット締結時の作用について説明する。
　ナットは工具１５内にセットされ、ナット締結時には図８に実線で示すように工具１５
を筒状体２１ａ内に挿入する。この際、工具１５の下端部が第１の係止部２５に形成した
第１のテーパ面２８ａに当接し、そのまま押し下げることにより図８に実線で示すように
、可撓アーム部２３全体を外側方向に撓み変形させる。
【００５１】
　次いで、工具１５を作動させることでナットが回転し、ナットの締結作業が行われる。
このとき、工具１５は、ガイド部材２１の作用により位置規制されるので、軸ぶれ等の無
い状態でナット締結が行われ、斜め締め等を防止できる。そして、ナットの締結作業が完
了した位置で工具１５は、第２の係止部２５に係止される。
【００５２】
　工具１５は、ナット締結時には図８に想像線で示すようにガイド部２１内の底部に位置
する。この状態では、可撓アーム部２３は元の形状に復帰し、第２の係止部２５は工具１
５の上部に突出するようになる。ここで、第１の係止部２７による係止力は、第２の係止
部２５による係止力よりも小さく設定されている。
【００５３】
　ナット締結後、工具１５を引き上げると、第２の係止部２５が工具１５に係止されてい
るので、ガイド部材２１も一体に引き上げられる。引き上げを継続すると、第１の係止部
２７に形成した第１のテーパ面２７ａが貫通孔１４の縁部に当接し、可撓脚部２６が図９
に示すように撓み変形する。そして、工具１５を更に引き上げると、第２の係止部２７が
貫通孔１４を上方に通過し、ガイド部材２１を取り外すことができる。
【００５４】
　以上に説明したように、第２実施形態におけるガイド部材２１は、ナット締結時におけ
る工具１５の軸ぶれ等を防止できる上に、ナット締結後は工具１５と一体にハウジング５
から取り外すことができる。
【００５５】
　次に、本発明の第３実施形態におけるガイド部材３１について説明する。
　図１０はガイド部材の構成を示す一部切り欠き斜視図、図１１はガイド部材の取付け状
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態を示す断面図、図１２はガイド部材の取り外し状態を示す断面図である。なお、図１１
及び図１２では圧着端子は図示を省略されている。
【００５６】
　第３実施形態におけるガイド部材３１は、図１０に示すように筒状体３１ａに所定間隔
で二条のスリット３２ａ，３２ｂを形成して、撓み変形可能な可撓脚部３３を設けたもの
である。また、筒状体３１ａの肉厚に対し、可撓脚部３３の肉厚は薄く形成され、全体が
撓み変形し易い形状になっている。なお、可撓脚部３３の数は１つ以上であればよく、複
数であることが好ましく、第３実施形態は３つの可撓脚部３３を筒状体３１ａに周方向に
等間隔で設けた構成である。
【００５７】
　そして、可撓脚部３３の内側面、即ち筒状体３１ａの内側に向かう面には、係止部３４
が形成されている。係止部３４は、第１のテーパ面３４ａと、第２のテーパ面３４ｂと、
それらの間に形成された凹状の係止溝３４ｃとを備えている。
【００５８】
　一方、ハウジング５において、スタッドボルト４の周囲には、図１１に示すように貫通
孔１４が形成されている。貫通孔１４の形成位置は、可撓脚部３３の形成位置に対応する
。
【００５９】
　次に、前記ガイド部材３１の取り付けについて説明する。
　ガイド部材３１に設けた可撓脚部３３を貫通孔１４に対応させ、そのまま下方に押圧す
る。この結果、係止部３４を構成する第２のテーパ面３４ｂが貫通孔４の縁部に当接し、
可撓脚部３３全体が撓み変形する。このまま押圧し続けると、図１１に示すように、第２
のテーパ面３４ｂが貫通孔４を通過し、係止溝３４ｃが貫通孔１４にの縁部に係合して取
り付けが完了する。
【００６０】
　次に、ナット締結時の作用について説明する。
　ナット８は工具１５内にセットされ、ナット締結時には図１１に示すように工具１５を
筒状部２１ａ内に挿入する。この際、ナット８の締め付けに伴い、工具１５の下端部が第
１のテーパ面３４ａに当接した後、更に引き続き工具１５が下がると、図１２に示すよう
に、可撓脚部３３全体を外側方向に撓み変形させる。
【００６１】
　この間、工具１５は回転し続け、ナットの締結作業が行われる。工具１５は、ガイド部
材２１の作用により位置規制されるので、軸ぶれ等の無い状態でナット締結が行われ、斜
め締め等を防止できる。
【００６２】
　工具１５は、ナット締結が完了した時には図１１に示すようにガイド部材３１内の底部
に位置する。この状態では、係止溝３４ｃは貫通孔１４との係合が解除された状態になり
、可撓脚部３３は工具１５に弾性的に接している。
【００６３】
　ナット締結後、工具１５を引き上げると、係止溝３４は係合解除状態であり、可撓脚部
３３が自己の弾性により筒状体３１ａの対向面との間で工具１５を挟んでいるので、ガイ
ド部材３１も一体に引き上げられる。即ち、ガイド部材３１は、工具１５の引き上げによ
り、ハウジング５から同時に取り外されることになる。
【００６４】
　以上に説明したように、第３実施形態におけるガイド部材３１は、ナット締結時におけ
る工具１５の軸ぶれ等を防止できる上に、ナット締結完了後は工具１５と一体にハウジン
グ５から取り外すことができる。
【００６５】
　前記第３実施形態におけるガイド部材３１は、図１３に示すように変形することができ
る。なお、変形部分は係止片３４に関わり、他の構成は前記同様であってよいので、以下
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に変形部分について説明する。
【００６６】
　即ち、変形例においては、係止溝３４ｃの下部にテーパ面３５ａ，３５ｂを備えた係止
部３６が形成されている。この構成によれば、ガイド部材３１の取り外しが容易に行われ
る。前記のように、ガイド部材３１の取り外しは、テーパ面３４を工具１５に圧接させて
行うのであるから、係止部３６による係止が弱ければ確実に取り外すことができる。従っ
て、本変形例のようにテーパ面３５ａを形成して係止片３６の抜け出しを容易にすれば、
ガイド部材３１を確実に取り外すことができる。
【００６７】
　以上、各実施形態で説明したように、ナット８の締結完了後にガイド部材６，２１，３
１を取り外すことにより、ヒュージブルリンクの高さが高くなることを防止できる。しか
し、スタッドボルト４には電圧がかかっているので、安全のためにカバーすることが好ま
しい。
【００６８】
　そして、ガイド部材６，２１，３１を取り外した後に、貫通孔１４が露呈されるので、
図１４に示すようなヒュージブルリンクカバー３７を架け、貫通孔１４を利用して固定す
るようにしてもよい。ヒュージブルリンクカバー３７には、上述のガイド部材に設けた可
撓脚部と同様な構成の脚部３７ａ，３７ｂ，３７ｃが設けられており、該脚部３７ａ，３
７ｂ，３７ｃが貫通孔１４に係合することでヒュージブルリンクカバー３７はハウジング
５に固定される。
【００６９】
　以上に本発明の実施形態を説明したが、本発明は前記に限定されるものではなく、種々
の変形が可能である。例えば、可撓部の数は自在に変更できる。筒状体の直径、高さ、肉
厚等は、ヒュージブルリンクの形態、スタットボルトの太さ等に対応して自在に変更でき
る。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の実施形態を示すヒュージブルリンクのナット斜め締め防止構造の斜視図
である。
【図２】ヒュージブルリンクの構成を示す側面図である。
【図３】ガイド部材の構成を示す斜視図である。
【図４】ガイド部材の構成を示す断面図である。
【図５】ガイド部材の第１具体例を示す斜視図である。
【図６】ガイド部材の取り付け位置を示す平面図である。
【図７】ガイド部材の取り付けを示す断面図である。
【図８】ナット締結時の作用を示すガイド部材の断面図である。
【図９】ガイド部材の取り外しを示す断面図である。
【図１０】ガイド部材の第２具体例を示す斜視図である。
【図１１】ナット締結を示すガイド部材の断面図である。
【図１２】ガイド部材の取り外しを示す断面図である。
【図１３】ガイド部材の変形例を示す断面図である。
【図１４】ヒュージブルリンクカバーの底面図である。
【図１５】従来の接続端子の固定構造を示す斜視図である。
【図１６】従来のヒュージブルリンクを示す斜視図である。
【符号の説明】
【００７１】
１　ヒュージブルリンクのナット斜め締め防止構造
２　電源側接続端子
３　可溶部
４　スタッドボルト
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５　ハウジング
６，２１，３１　ガイド部材
６ｂ，２１ａ，３１ａ　筒状体
７　圧着端子
８　ナット
９　電線
１１，２６，３３　可撓脚部　
１２，２５，２７，３４，３６　係止部
１３ａ，２７ａ，２８ａ，３４ａ　第１のテーパ面
１３ｂ，１３ｂ，２７ｂ，３４ｂ　第２のテーパ面
１４　貫通孔
１５　工具
２２ａ，２２ｂ，３２ａ，３２ｂ　スリット
２３　可撓アーム部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】



(16) JP 5219680 B2 2013.6.26

10

フロントページの続き

    審査官  段　吉享

(56)参考文献  特開２００８－００４３２７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－０９２４８４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－３３３７３９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１１０６７５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０１Ｈ　３７／７６，６９／０２，８５／００－８５／６２，８７／００
              Ｂ６０Ｒ　１６／０２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

